


加圧式消火器と蓄圧式消火器の違い

ラベルの説明
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公
害
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら
始
ま
っ
た
私
た
ち

の
環
境
に
対
す
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意
識
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︑
生
物
多
様
性
等
の
自

然
環
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保
護
︑
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球
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暖
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︑
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し
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持
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し
て
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１
９
５
０
年
代
以
降
に
発
生
し
た
四
大
公
害
病

や
１
９
７
０
年
代
に
全
国
で
相
次
ぎ
確
認
さ
れ
た

﹁
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
﹂
な
ど
︑
か
つ
て
の
環
境
問
題

は
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公
害
に
よ
る
健
康
被
害
を
指
す
言
葉
と
し
て

の
意
味
合
い
が
強
い
も
の
で
し
た
︒ そ
の
状
況
下
︑

１
９
８
５
年
に
南
極
で
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
か
ら
︑
地
球
環
境
に
関
す
る
国
際
的
な

議
論
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
︒

　

こ
れ
以
降
︵
１
９
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年

代
︶
は
︑
環
境
問
題
と
し
て
気
候
変
動
や
自
然
環

境
保
護
︑
限
り
あ
る
天
然
資
源
の
有
効
活
用
が
大

き
な
関
心
事
と
な
り
︑
多
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
関
連

の
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
︒
消
火
器
業
界
に
お

い
て
も
︑
２
０
０
０
年
の
政
府
に
よ
る
﹁
ミ
レ
ニ

ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂を
き
っ
か
け
に
︑
環
境
省
・

消
防
庁
と
連
携
し
︑
メ
ー
カ
ー
各
社
の
取
り
組
み

か
ら
業
界
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
︑
２
０
１
０

年
に
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
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ム
の
運
用
が
ス

タ
ー
ト
︒
こ
れ
ま
で
に
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
で
回
収
し
た
廃
消
火
器
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累
計
回
収
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２
０
２
２
年
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に
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約
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０
０
０
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本
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資
源
化
率
は
９
割
を
超
え
て
い
ま
す
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日
本
消
火
器
工
業
会
と
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
セ
ン
タ
ー
は
︑こ
れ
か
ら
も
社
会
の
要
請
に
応
え
︑

資
源
循
環
型
社
会
形
成
へ
の
貢
献
と﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

既販品用シール
（小型）

新品用シール
（Aシール）

環境施策と消火器リサイクルの変遷

加
圧
式
消
火
器
の
図
解

リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー

地球儀型消火器 住宅用消火器 自動車用消火器 大型消火器
（車載式）

二酸化炭素消火器 大型・移動式用
消火器 BOX

移動式粉末消火設備

廃棄物処理

廃棄物処理

廃棄物処理

廃棄物処理

廃棄物処理

液体系消火薬剤
�.�％

PFOS剤が付着した容器等
�.�％

PFOS含有 液体消火薬剤
�.�%

廃プラスチック類
�.�%

鉄・非鉄素材
��.�%

鉄、ステンレス、アルミ
��.�%

再生用途に適さない消火薬剤
�.�%

肥料原料
�.�%

粉末消火薬剤 原料
��.�%

消火薬剤 60.7%

本体容器20.4%

アッセンブリー
（蓋、導入管一式） 

PFOS含有消火器    0.2%

粉末消火薬剤
��.�％

合格

委託

再生

再生

再生

再生

委託

委託

委託

委託

不合格

再生薬剤
品質検査

再
資
源
化
率

廃
消
火
器
本
数

��,��� t/年

18.7%
91.9

%
500

万本

約

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
廃
消
火
器
の
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
」
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

■リサイクルされている様々な消火器

SDGsの取り組みは
こちら

環境

2010年以降に製造された
消火器には新品用リサイ
クルシールが貼られてい
ます。シールは対象品目
ごとにA、B、C、Dに分
類されています。2009年
以前に製造された消火器
を廃棄する場合は、回収
窓口で既販品用シールを
購入してください。

レバーを握ることで加圧ボンベ
の封を破れ、本体容器内に一気
にかかるガスの圧力で消火薬剤
が放射されます。

加圧ボンベ

消火器は安全栓を抜かないとレバー
が握れない構造になっています。安
全栓には封印シールがはられてお
り、シールがない、剥がれている、
破けている場合は、使用済みの消火
器の可能性がありますので、防災関
係業者に相談してください。

安全栓・レバー

ストッパー

普通火災用 油火災用 電気火災用

レバー安全栓

ノズル

ホース

粉末消火薬剤

サイホン管

蓄圧式消火器は、消火器本
体内部に封入された窒素ガ
ス（圧力ガス）によって放
射するため、内圧力の管理
が必要となります。この管
理を行うための部品が指示
圧力計となります。

窒素ガスは消火器の放射圧力元となる物質です。
無色・無味・無臭の不燃性のガスで空気の約
78%を占め、自然界にたくさん存在しています。
風船で使用しているガスも窒素ガスです。

最近、販売されているほとんどの消火器は「蓄圧式」です。加圧式はレバー
を操作することで本体容器内のボンベの封を破り内部の圧力をかけて消火
薬剤を放射します。一方、蓄圧式は容器にガス（主に窒素）があらかじめ
封入され、操作するとそのガスと一緒に消火薬剤を放射します。

窒素ガス

指示圧力計

旧
規
格
消
火
器
の

型
式
失
効
に
ご
注
意
を
！

蓄圧式消火器蓄圧式消火器

消火器には下図のように「適応火災」のマークが描かれています。
2011 年の規格改正で、業務用消火器の適応火災マークは絵による表示と
なりました。適応火災が文字で書かれている旧規格消火器は、設置義務の
ある建物への設置が認められませんのでご注意ください。

×旧規格旧規格
新
規
格

新
規
格

既に型式が失効している消火器を継続的に設置できる「特例期」は、2021 年 12 月 31 日に
終了しました。

本体容器・キャップ

ホースと住宅用消火器

粉末消火器はリン酸アンモニウムを使用して
ます。リンは世界各国の様々な産業で利用さ
れており、特に肥料原料としての需要が増大
しています。本リサイクルシステムでは、粉
末消火薬剤の97％を
リサイクルし、再び
消火薬剤として利用
しています。

鋼板・ステンレス・アルミでできた本体容器
とキャップは、すべてをリサイクルしています。
本体容器・キャップの破損がある場合（加圧
式消火器の場合は）、
破裂の恐れがあるた
め、防災関係業者に
回収を依頼してくだ
さい。

加圧式消火器加圧式消火器

シールがない 剥がれている

導入管は加圧ボンベの圧力を消火器内部
に送るものです。これにより消火薬剤は
サイホン管を通って外部へ放出されます。
各々の管の先端には、薬剤が入り込み詰
まるのを防止する逆流防止装置（A）と防
止封板（B）が付きます。

導入管とサイホン管

キャップや導入管などのアッセンブリー
は、鉄・非鉄素材系と廃プラスチック類
に分類し、再生・廃棄処理を行っています。

アッセンブリー

　
２
０
１
０
年
頃
ま
で
に
製
造
さ
れ
た
消
火
器
の
多
く
が
加
圧
式
で
す
。
加
圧
式
は
、

使
用
時
に
加
圧
ボ
ン
ベ
の
圧
力
を
開
放
し
消
火
薬
剤
を
放
射
し
ま
す
。
本
体
容
器

や
キ
ャ
ッ
プ
が
腐
食
・
破
損
し
た
状
態
で
操
作
す
る
と
破
損
の
恐
れ
が
あ
り
、
危
険
で

す
の
で
防
災
関
係
業
者
に
回
収
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

リサイクルシール

消火薬剤

住宅用消火器
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2021
令和 3年

1948
昭和 23 年

◉ 

消
防
法
制
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◉ 

型
式
失
効

　 

特
例
期
間
満
了

2009
平成 21 年

2010
平成 22 年

2000
平成 12 年

2004
平成 16 年

2006
平成 18 年

◉
メ
ー
カ
ー
各
社
・
自
社
製
品
広
域
認
定
を
取
得

◉
小
渕
内
閣
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

◉
広
域
認
定
制
度
の
ス
タ
ー
ト

◉
消
火
器
工
業
会
・
広
域
認
定
を
再
取
得

◉
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

廃消火器回収本数の推移廃消火器回収本数の推移

1991
平成 3年

1975
昭和 50 年

1964
昭和 39 年

2015
令和 27 年

1955
昭和 30 年

1961
昭和 36 年

1970
昭和 45 年

1985
昭和 60 年

1956
昭和 31 年

◉
国
連
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
タ
採
択
S
D
Gs

◉
東
京
で
初
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
警
報
発
令

◉
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

◉
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

◉
水
俣
病
の
発
生

◉
四
日
市
市
に
ぜ
ん
そ
く
患
者
が
多
発

◉
南
極
で
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
発
見
さ
れ
る

1980
昭和 55 年

◉
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

　（
水
鳥
の
生
息
地
で
あ
る
湿
地
に
関
す
る
条
約
）

　
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
に
日
本
が
加
盟

1988
昭和 63 年

◉
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
が
設
置

1998
平成１0年

◉
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

2002
平成 14 年

◉
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法

2011
平成 23 年

◉
消
火
器
の
規
格
改
正
省
令
施
行

◉
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
法
制
定

　

 「
す
べ
て
の
建
物
に
消
火
器
を
！
」

◉ 

防
火
対
象
物
へ
の
消
火
器
設
置
の
義
務
化

◉ 

消
防
設
備
の
点
検
義
務
化

消火器の生産数推移1961→2023

粉末消火器
泡系消火器
ガス系消火器
水系消火器
合  計

1961 年
95,658
307,924
150,543
52,413
606,538

5,519,749
3,981
40,675
412,887
5,977,292

2023 年

安全栓

ノズル

ホース

上レバー

粉末消火薬剤

ガス導入管

逆流防止装置
サイホン管
粉上り防止用封板

加圧ボンベ

業務用消火器の設計標準使用期限はおおむね10年です業務用消火器の設計標準使用期限はおおむね10年です
見た目が新しく見える消火器でも、長い
間設置していると経年で不具合が生じる
ことがあります。メーカーが推奨する
業務用消火器の設計標準使用期限は製造
よりおおむね１０年（住宅用消火器はおお
むね 5年）です。
新規格の業務用消火器の本体には「設計
標準使用期限」が書かれています。書か
れていない業務用消火器は旧規格ですので交換をお願いします。
ご家庭等に自主的に設置している消火器については、消防法令上の交換
義務はありませんが、使用期限内での交換を推奨します。

2023

右の消火器にはホースが付い
ていますが、ほとんどの住宅
用消火器にはホースが付いて
いません。小型で軽量な住宅
用消火器では、ノズルを本体
に直接つけることで、両手で
本体を持つことができ、より
扱いやすくなっています。
住宅用消火器の法令設置は認
められませんのでご注意くだ
さい。

※����年度実績


